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「白鷹町デマンドタクシー」

をぜひご利用ください！！

　通常のタクシーとは異なり、予約していただいた方を順番に迎えに行き、低料金で目的地まで送迎する
他の人との乗り合いタクシーです。通常のタクシーとの主な違いは下記のとおりです。状況に応じ使い分
けをお願いします。なお、利用される方は、事前登録と利用する前の電話予約が必要になります。

白鷹町デマンドタクシー 通常のタクシー

即時性

みんなで乗り合うため待ち時間が発生
他の人も乗り合って順に目的地へ移動
平日のみの１日９便に限定
事前登録と事前予約が必要

原則１対１であるため、待ち時間が少ない
目的地に直行
原則、年中無休で便数の限定なし
事前登録と事前予約は不要

経済性 どこまで使っても定額 初乗り運賃 700 円＋キロ数に応じ運賃アップ

エリア 町内のみ限定 限定なし

●運行日　月曜から金曜の週５日
（土・日曜日、祝日、年末年始 12/29 ～ 1/3 は運休）
●利用料金　１回 500 円（未就学児は無料）
＊障がいのある方は障害者手帳を提示いただくと
　250 円（半額）で利用できます。
＊運転免許証を自主返納された方は運転履歴証明
　書を提示いただくと 300 円で利用できます。
＊回数券（100 円券 11 枚つづり１冊 1,000 円）　
　を利用するとお得です。朝日観光タクシーまた
　は白鷹タクシーよりお買い求めください。
＊詳細は「５．利用促進に向けた取組」をご覧く
　ださい。
●定員　1台９名
●運行業者　朝日観光タクシー、白鷹タクシー
●時刻表　午前８時便、午前９時便、午前10時便、
　　　　　午前 11 時便、午前 12 時便（午前５便）
　　　　　午後１時便、午後２時便、午後３時便、
　　　　　午後４時便（午後４便）

　町内全域をひとつの「白鷹エリア」として運行
します。
※エリア内は、乗り換えをすることなく行くこと
　ができ、どこでも乗り降りが可能です。
※予約をする場合は、自宅や施設など待合いが可
　能な場所をご予約ください。
　　例「自宅」から「病院」まで
　　　  「自宅」から「○○商店」まで
※複数の方との乗り合いとなりますので、予約状
　況によって待ち時間や到着時間が変わります。
　時間には十分余裕を持ってご利用ください。

●対　象　ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ利用登録者 875 名
●実施月　令和元年 10 月
●回答数　491 件（回収率 56.1％）
●頂いたご意見　右記のとおり（一部）

アンケートで頂いたご意見

・バスの運行が少ないので、長井へ通院が出来なくなっ  
  ている。デマンドタクシーで行けるようになればあ 
  りがたい。
・夕方時間の延長（～ 18 時頃まで）を希望します。
・例えば急に病院に行くような時に利用できたらあり
　がたい。
・ぜひデマンドタクシーを続けていただきたい。
・低額で、利便性の良い公共交通（システム）をお願
　いします。　　　
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≪利用できる方≫
　（１）デマンドタクシーは町内にお住まいで、ひとりで乗り降りできる方であればどなたでも利用する
　　　  ことができます。
　（２）未就学児は無料ですが、１名につき同伴者が１名必要になります。
　（３）ひとりで乗り降りできない方は、付添いの方がいれば乗ることが可能です。この場合、付添いの
　　　  方も料金がかかります。
≪登録≫
　（１）利用される方は、ご利用の前日までに利用登録（無料）が必要になります。「利用登録申込書」に
　　　  必要事項を記入の上、予約センターへ提出してください。
　（２）「利用登録申込書」は予約センターまたは役場企画政策課から取得してください。
　（３）登録の受付は随時行っております。電話、FAX による申込も受け付けます。
≪予約≫
　（１）利用する場合は、前日まで予約センター（☎ 85-0365）に電話で予約してください。ただし、午
　　　  後 1 時以降の便については、当日の午前９時～ 11 時の間で予約ができます。
　（２）予約の変更やキャンセルする場合は、必ず予約センターへご連絡ください。原則として当日の変
　　　  更は受け付けません。

●白鷹町デマンドタクシー予約センター
　白鷹町大字荒砥甲 716-7
　㈱朝日観光タクシー内

●受付　午前９時から午後５時
※日曜日（ただし、日曜から連休が続く場合
　は連休最後の日）と、月曜から金曜の平日
●運行・予約受付カレンダー
　毎月の運行日と予約受付日は、「広報しら
　たか」に掲載しておりますのでご覧くださ
　い。（本号では P.23 に掲載しています。）

「満点ゆーかーど」が使えます！

　「ゆーかーど」は、町内の小売店で組織する協
同組合のゆーしーるのポイントカードです。小売
店で買い物するごとにポイントが発行され、満点
になると 500 円分の買い物に使うことができま
す。デマンドタクシーでは１回の利用料金として
使うことができます。

　白鷹町に住所があり運転する意思がなく自主的
に運転免許証を返納された 65 歳以上の方を対象
に下記の支援を行っています。
①回数券 10 冊（11,000 円分）の贈呈
②デマンドタクシー利用時、運転経歴証明書を提
　示で利用料金を 300 円に割引
※支援を受けるための条件もありますので、詳し
　くは町民課くらし環境係（☎ 85-6131）までお
　問い合わせください。

運転免許証を自主返納した方へ

電話 /FAX　

予約の流れ（例：自宅から病院まで行く場合）
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　荒砥高校が長年取り組んでいる喫煙防止活動が日本禁
煙学会に認められ、最優秀賞を受賞しました。11月8 日
には、受賞報告のため来庁されました。
　荒砥高校では、禁煙マップの作成や元気ニコニコ健康
まつりへの参加、紙芝居による喫煙防止普及活動など、
様々な取り組みを行っており、地域や専門医の方の協力
を得ながら正しい知識を身につけ、幅広い年代の方との
交流を深めてきました。今回、「地域と連携した喫煙防
止教育～生徒保健委員を中心とした 13 年間の取り組み
成果～」と題した研究成果を発表。学会から取り組みの
成果と継続性が高く評価され、このたびの受賞となりま
した。

域と連携した喫煙防止教育
荒砥高校が日本禁煙学会から最優秀賞を受賞地

年にわたり更生保護に尽力
保護司や更生保護女性会員など６人と１事業所に表彰長

　10 月 29 日、山形市の山形テルサで行われた「更生
保護制度施行70周年記念第47回山形県更生保護大会」
の席上で、更生保護に尽力された右記の６人と１事業所
が表彰されました。
　更生保護とは犯罪や非行をした人の立ち直りを社会の
中で見守り、地域の中で支えていくことです。保護司は
犯罪や非行により「保護観察」を受けることになった人
の生活を見守り、さまざまな相談にのったり、指導をし
ています。犯罪を予防するための地域活動にも取り組ん
でいます。
　また、更生保護女性会は、女性の立場から地域におけ
る犯罪予防の活動や子供たちの健全育成のための子育て
支援活動などを行うボランティア団体です。
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年にわたる功績をたたえて
スポーツ推進委員会  海老名和好会長が永年勤続表彰を受賞長

許返納に対する意識を統計による調査で発信
山形県統計グラフコンクールで審査員特別賞を受賞免

　11月 28日、山形テルサを会場に第 69回山形県統計
大会が開催され、その席上で統計グラフコンクールに応
募した蚕桑小学校５年生の生徒５名の作品が審査員特別
賞を受賞しました。12 月２日には、受賞報告のため来
庁されました。
　作品を制作したのは、蚕桑小学校５年生の小松詩乃さ
ん、小林凜さん、川崎陽一郎君、金田龍信君、土屋海音
君の５名で、作品タイトルは「免許証いつ返す」です。
蚕桑小学校に在籍する児童の祖父母を対象にアンケート
調査を実施。高齢者の交通事故に対する関心を高める効
果的な作品と評価され、このたびの受賞となりました。

　11月 14 日、三重県津市においてスポーツ推進委員
全国大会が開かれました。その席上において、スポー
ツ推進委員会の海老名和好会長が勤続 30 年で、全国
スポーツ推進委員連合会齊藤斗志ニ会長からの感謝状
を受賞されました。
　海老名会長は平成２年の就任以来、町民の厚い信頼
のもと、ニュースポーツ等の指導 ･ 普及を通して町民
の健康 ･ 体力づくり、青少年の健全育成に尽力されま
した。また、町の総合型地域スポーツクラブの立ち上
げにも熱心に関わり、白鷹町のスポーツの推進に貢献
されました。30 年の永きにわたり、本当にお疲れ様で
した。

１１

間企業とともに買い物環境の充実と地域の安全を図る
株式会社ファミリーマートと「地域活性化連携協定」を締結民

　11月 11日、町と来年度鮎貝地区に出店予定の ( 株 )
ファミリーマート（澤田貴司代表取締役）とで、地域活性
化連携協定の締結式が行われました。
　この協定は、「買い物環境の向上」、「地域の安全、安心、
子育て支援に対する協力」、「地域振興に関する協力」、「観
光支援」等多くの分野について協力を行う内容で、今後
は、地域買い物環境の向上はもちろん、店舗を通して観
光情報など町の情報発信、子どもやお年寄りの見守り等
で協力していく事を確認しました。
　店名については、『ファミリーマート白鷹さくらの店』
とし、通常のコンビニエンスストアと違い「精肉、鮮魚、
野菜、青果」の生鮮産品を揃え地域の生活により密着し
た店舗を目指しています。また交流スペース（イートイ
ン）も備え地域の交流の場としても大きな期待が持てる
施設となります。
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　11 月４日、西置賜１市３町でたすきをつなぐ西置
賜地区駅伝競走大会が開催されました。
　今年も小学生から社会人ランナーまで出そろった白
鷹町チームは１区の金子凛音選手がトップでたすきを
つなぐと、最後まで１位を守り抜き、２位の長井市に
６分以上の差をつけ、大会新記録で圧勝。２連覇を成
し遂げました。

　11月 18日、鮎貝小学校３年生の 27名が箕和田地
区のりんご農園でりんごの収穫を行いました。
　これまで、６月に摘果作業、９月に葉摘み作業を行
い、「甘くて美味しいりんごができますように」と願
いを込めて育ててきました。実が大きくなってきた頃
には手作りのシールを張り、収穫の日を心待ちにして
いた様子の児童たちは、自分のオリジナルのりんごが
見つかると満面の笑みを浮かべながら収穫。収穫後に
は、採りたてのりんごを頬張りながら「手が痛くなっ
たけど、甘くて美味しいりんごができてよかった」と
話し、早く家族にも食べてもらいたいと心待ちにして
いました。

　食事をする時に言う「いただきます」「ごちそうさ
ま」。その本当の意味をわかってほしいとＰＴＡ母親
委員会が毎年取り組んでいる活動「弁当の日」が今年
も東根小学校と蚕桑小学校で実施されます。
　自身で弁当を作り登校する「弁当の日」の前には、
町の栄養士による事前学習会を行いました。参加した
児童は「ごはんをつくることはすごく大変なことだと
わかった。毎日作ってくれる家族に感謝しなければな
らないと思った。」と話しました。
　弁当の日には、献立から食材の調達、調理、後片付
けまでを自分の力で行う児童たち。食材の生産者、そ
して家族への感謝の気持ちと生きる力を育みます。

①

②②②②
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１

　11 月３日、創立５周年を迎えた白鷹中学校で文
化祭が行われました。
　今年度の文化祭のテーマは「結笑」。笑顔あふれ
る文化祭を全校生でつくりあげようと、文化祭実行
委員会を中心にシナリオ制作が進められました。
　ラグビーワールドカップを題材としたユーモアあ
ふれる演劇で幕を開けた文化祭。地域の方々から伝
統や文化を学ぶ「ふれあい文化コーナー」では、地
域で暮らすその道の達人を講師に招き、徳内踊り＆
和太鼓や将棋、伝統おやつ作り、家庭料理、エコク
ラフトなど、生徒たちが自分で選択した文化活動を
体験し地域に受け継がれる大切な伝統を学びまし
た。
　その後行われた合唱コンクールでは、これまで積
み重ねてきた練習の成果が存分に発揮され、どのク
ラスも素晴らしい合唱を披露しました。特に今年度
から新たな挑戦として取り組まれた「学年合唱」は
まさに圧巻。来場した人たちに大きな感動を与えま
した。フィナーレを飾る閉祭式では、これまでの歩
みが映像で流れ、最後は全員で肩を組んで歌を歌い
あげました。
　創立５周年という節目を迎えた白鷹中学校の文化
祭はテーマに掲げた「結笑」にふさわしい、笑顔あ
ふれる祭典となり幕を閉じました。全校生、そして
地域の方々に素晴らしい感動を与えました。

１
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《障がいを理由とする差別の例》　 《合理的配慮の提供の例》

障がいのある人もない人も共に生きる社会をつくろう
― 12 月は「山形県障がい者差別解消強化月間」です―

ここでいう障がい者は、身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がい、高次脳機能障が
いを含みます）、その他、心や体の動きに障がいがある人で、そのことから日常生活や、社会
生活に、相当な制限を受けているすべての人です。

障がいを理由とする差別を無くし、障がいの有
無によって分け隔てられることなく、相互に人
格と個性を尊重しあいながら共生する社会を、
みんなで作り上げましょう。
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ま
た
、
意
見
送
付
様
式
は
、
同

　

日
よ
り
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
し
て
い
だ
た
く
か
、
各

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

　

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】　

建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

☎
85

－

６
１
４
２

[FA
X
]  

85

－

２
５
０
９

[Em
ail]  kensetu@

so.tow
n.　

　

　
　
　

   shirataka.yam
agata.jp

■ 「
白
鷹
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
改
定
案
）」

　  
に
関
す
る
意
見
の
募
集
に
つ
い
て
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白
鷹
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
医
療
費
控

除
（
確
定
申
告
）
の
手
続
き
に
利
用

で
き
る
「
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る

こ
と
で
、「
医
療
費
の
明
細
書
」
の
記

入
を
省
略
で
き
ま
す
。

●
記
載
内
容

①
医
療
を
受
け
た
方
の
氏
名
、
医
療 

　

機
関
の
名
称
、
受
診
年
月

②
１
年
間
（
平
成
30
年
11
月
〜
令
和

　

元
年
10
月
）
の
医
療
費
の
総
額
お

　

よ
び
支
払
っ
た
医
療
費
の
額

③
医
療
費
控
除
見
込
額（
令
和
元
年

　

中（
1
月
〜
10
月
）
に
医
療
機
関

　

の
窓
口
で
支
払
っ
た
額
）

●
注
意
点

・
記
載
内
容
は
、
令
和
元
年
10
月
ま

　

で
に
受
診
し
た
分
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
と
12
月
に
受
診
し

　

た
分
が
あ
る
場
合
は
、
領
収
書
を

　

基
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

　

を
作
成
し
、
申
告
書
に
添
付
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
医
療
費
の
領
収
書
は
、
確
定
申
告

　

期
限
か
ら
5
年
間
保
存
す
る
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

・
記
載
さ
れ
て
い
る
「
支
払
っ
た
医

　

療
費
の
額
」
と
実
際
に
支
払
っ
た

　

額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
例
…
高
額
療
養
費
な
ど
の
払
い
戻

　

し
を
受
け
た
場
合
・
医
療
費
助
成

　

等
を
後
日
受
け
た
場
合
・
医
療
機

　

関
へ
の
支
払
い
が
完
了
し
て
い
な

　

い
場
合
等
）。
こ
の
場
合
は
、
ご

　

自
身
で
額
を
訂
正
し
て
い
た
だ
く

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
別
途
、
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
て
い
る

「
医
療
費
通
知
」
は
、
確
定
申
告
に

　

必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

　

た
め
、
医
療
費
控
除
の
手
続
き
に

　

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
発
送
時
期　

令
和
２
年
1
月
下
旬

※
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
国
保
医
療
係　

☎
85

－

６
１
３
０

■ 

確
定
申
告
に
利
用
で
き
る

　  「
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て

●受付期間　令和２年１月８日（水）～２月７日（金）
●対象児童　小学１年生～６年生で保護者等が就労などにより日中家庭にいない児童（令和２年度　
　　　　　　に入学する児童を含む）
●利用料（おやつ代を含む）１～３年生：月額 7,000 円／４～６年生：月額 6,000 円
※利用料は基本金額を示しています。登録形態やサービス加算によって金額が異なります。
※利用料の軽減制度があります（要保護・準要保護世帯及び兄弟で通常利用している世帯が対象）。
※申し込みや詳細は、各児童クラブに直接ご連絡ください。

87-1188 87-0084 85-3160 85-2200
７ 11 ７ 11 ７ ７

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 30 ７

７ ７ ７ ７ ７ ７ ７ 30 ７

１
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町
民
生
活
の
経
済
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
福
祉
灯
油
券
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
世
帯　

令
和
元
年
10
月
28
日

　

現
在
で
白
鷹
町
に
住
民
票
が
あ
り
、

　

世
帯
員
全
員
の
令
和
元
年
度
町
民

　

税
が
非
課
税
、
か
つ
次
の
い
ず
れ

　

か
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯

①
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
25
年
４
月

　

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
の
み

　

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

②
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
証
が
交

　

付
さ
れ
て
い
る
世
帯

③
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

　

世
帯

④
準
要
保
護
認
定
世
帯

※
世
帯
員
全
員
が
、
施
設
入
所
や
長

　

期
入
院
、
他
の
親
族
の
家
に
移
る

　

等
に
よ
り
冬
期
間
不
在
と
な
る
世

　

帯
や
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
は
交

　

付
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
内
容　

１
世
帯
に
つ
き
５
０
０
０

　

円
分
（
１
０
０
０
円
分
が
５
枚
）

　

の
福
祉
灯
油
券
を
交
付

●
利
用
期
限　

３
月
31
日
（
火
）

※
福
祉
灯
油
券
を
利
用
で
き
る
町
内

　

の
灯
油
取
扱
店
は
、
申
請
案
内
で

　

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
健
康
福
祉
課
福
祉

　

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

　

世
帯
に
は
、
案
内
と
申
請
書
を
郵

　

送
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
限　

３
月
31
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

■ 

福
祉
灯
油
券
の
交
付
に
つ
い
て

■ 

ご
み
集
積
所
の
除
雪
に
つ
い
て

　

積
雪
の
影
響
で
ご
み
集
積
所
の
扉

が
開
か
ず
、
ご
み
を
収
集
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

除
雪
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

－－

６
１
６
１
３
１
３
１

■ 

有
害
鳥
獣
対
策
研
修
会（
イ
ノ
シ
シ
編
）を
開
催
し
ま
す

☎

《まちなかエリア》

《わくわくエリア》

《ごうせつエリア》

令和２年
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近
年
、
町
内
で
の
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
有
害
鳥
獣
被

害
対
策
研
修
会
（
イ
ノ
シ
シ
編
）
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。

●
い
つ　

令
和
２
年
１
月
23
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
産
業
セ
ン
タ
ー

●
講
師　
（
同
）東
北
野
生
動
物
保
護

　

管
理
セ
ン
タ
ー
研
究
員　

鈴
木
淳 

氏

●
参
加
料　

無
料

●
対
象　

町
内
の
農
業
者

●
募
集
人
数　

２
０
０
人（
申
込
順
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
課
森
林
整
備
係

☎
85

－

６
１
２
５

■ 

有
害
鳥
獣
対
策
研
修
会（
イ
ノ
シ
シ
編
）を
開
催
し
ま
す

　今後の介護保険事業等の方向性を定める「第９次高齢者保健福祉計画 ･ 第８期介護保険
事業計画」（期間：令和３年度～５年度）の策定に向けて、町では介護保険法に基づき、65
歳以上の方々の心身の状態や生活環境等を正確に把握するため調査を実施します。

　

冬
で
も
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
町
で
は
次
の

よ
う
な
支
援
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
　

自
力
で
雪
下
ろ
し
が
で
き
な
い
世

帯
に
対
し
て
雪
下
ろ
し
費
用
を
支
給

し
ま
す
。

●
条
件　

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
／
②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級

該
当
の
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
／
③

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
障

が
い
者
の
み
の
世
帯
／
④
精
神
障
害

者
福
祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
の
み

の
世
帯
／
⑤
上
記
の
各
号
に
該
当
す

る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

●
給
付　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
１
回
当

　

た
り
１
万
８
千
円
を
上
限
と
し
て

　

年
度
３
回
以
内

□●
条
件　

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
／
②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級

該
当
の
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
／
③

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
障

が
い
者
の
み
の
世
帯
／
④
精
神
障
害

者
福
祉
手
帳
１
級
の
障
が
い
者
の
み

の
世
帯
／
⑤
上
記
の
各
号
に
該
当
す

る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

●
内
容　

住
居
の
出
入
り
口
か
ら
生

　

活
道
路
に
出
る
ま
で
の
人
的
除
雪

　

を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
福
祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

■ 

冬
の
高
齢
者
支
援
制
度（
雪
下
ろ
し
、
雪
は
き
）の
ご
案
内
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農
業
所
得
の
申
告
は
、
農
畜
産

物
を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
家
消
費
の

み
の
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
実
際
の

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
収

支
計
算
が
原
則
で
す
。
収
支
計
算

に
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
に

係
る
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
の
書

類
の
保
存
と
日
々
の
取
引
の
記
録

（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

　

帳
簿
か
ら
収
支
内
訳
書
を
作
成

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
収
支
内

訳
書
に
よ
り
申
告
書
を
速
や
か
に

作
成
で
き
ま
す
。（
申
告
相
談
に
は

領
収
書
や
帳
簿
等
も
ご
持
参
く
だ

さ
い
。）

※
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
や 

　

農
業
、
不
動
産
貸
付
等
を
行
う

　

す
べ
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳
簿

　

書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま

　

し
た
。
町
県
民
税
の
申
告
の
み

　

の
方
も
す
べ
て
対
象
で
す
。

　　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
方

は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う
え
、

２

１

15

ま
で

税
務
出
納
課
町
民
税
係
に
提
出
く

だ
さ
い
。

《
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料
》

…
個
人
間
で
の
農
作
業

（
耕
う
ん
・
代
か
き
・
育
苗
・
田

　

植
え
・
稲
刈
り
な
ど
）
の
委
託

　

料
で
す
。

※
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

　

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育

　

苗
組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど

　

の
利
用
者
は
、
申
告
相
談
の
際

　

に
利
用
料
の
明
細
を
お
示
し
く

　

だ
さ
い
。

農
地
の
賃
借
料
（
米

　

な
ど
の
現
物
支
払
い
を
含
む
）

　

で
す
。

※
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

　

固
定
資
産
税
は
、
町
内
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

毎
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現

在
で
評
価
し
、
基
準
日
時
点
の

所
有
者
に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

　

税
務
出
納
課
で
は
現
在
、
令

和
２
年
度
の
課
税
に
向
け
た
作

業
（
土
地
の
現
況
調
査
と
評
価
、

新
増
改
築
家
屋
の
調
査
と
評
価

な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
31
年
１
月
２
日
か
ら
令
和
２

年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
次

に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有

す
る
方
は
、
お
手
数
で
も
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
平
な
課
税
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

土
　
地

■
土
地
の
現
況（
利
用
状
況
）が

　

変
わ
っ
た
と
き

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
・ 

空
き
地
に

　

し
た
な
ど

※
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、

　

宅
地
や
駐
車
場
・
資
材
置
き

　

場
に
し
た
な
ど 

　

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
方
が
、
申
告
の
際
に
賦
課
金
を

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の

金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合
か

ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課
金

内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
よ
り

用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
町
民
税
係　

☎
85

－

６
１
３
２

 申告相談の日程について

　申告相談の日程は広報しら
たか１月15日号でお知らせ
します。指定された日時をご
確認の上、ご来場ください。

忘れずにご確認を！

家
　
屋

■
家
屋（
建
物
）に
異
動
が
あ
っ

　

た
と
き

※
建
物
を
新
増
改
築
し
た
、
取

　

り
壊
し
た
な
ど

（
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
所

有
建
物
確
認
の
お
願
い
」
な
ど

に
よ
り
、
す
で
に
ご
報
告
い
た

だ
い
た
方
は
、
今
回
の
連
絡
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

償
却
資
産

　

償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産

の
所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
12
月
中
旬
に
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
１
月
31

日
ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
を
今
年
中
に
新
た
に

取
得
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
今
ま

で
に
申
告
さ
れ
て
い
た
方
で
申

告
書
が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
資
産
税
係

☎
85

－

６
１
３
３

税務出納課からのお知らせ￥

固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－

農
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
へ
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　町では平成 31 年度の住民税（町県民税）が非課税と思われる方へ「プレミアム付商品券購入引換券
交付申請書」を郵送しています。通知が届いた方は申請してみませんか。

◆販売期間
　令和２年２月 28 日（金）まで（郵便局は２月 27 日（木）まで）
◆商品券販売所
　役場商工観光課　開庁日の午前８時 30 分から午後５時
　郵便局（荒砥、鮎貝、蚕桑、浅立）　営業日の午前９時から午後５時
◆購入可能額　お一人につき２５，０００円分まで
※商品券は５，０００円単位で購入が可能です。
　（２５，０００円分を２０，０００円又は５，０００円分を４，０００円
　で購入できます。）
◆使用期間　令和２年２月 29 日（土）まで
◆申請期限
　令和元年 12 月 13 日（金）まででしたが、問い合わせに対応します。
◆取り扱い店舗　広報しらたか 11 月号 16 頁をご覧ください。
◆手続期間　申請受付後、１～２週間程度いただきます。

子育て世帯（平成 28年 4月 2日以降令和元年 9月 30 日までに生まれた
子が属する世帯）の方については申請不要です。（世帯主の名前で引換券
を郵送しています）

♥登録・申請方法など
　本事業の仲人となるには、事前登録が必要です。
①仲人登録用紙を事前に婚活サポート委員会事務局ま
　でご提出ください。
②交付申請書を提出ください。申請書は、新郎新婦、　
　キューピッドの連名となります。　
♥対象となる方
　仲人登録日以降に婚姻届を提出し、白鷹町に住民票
　がある新婚夫婦の仲を取り持った方
※申請用紙の交付や詳細はお問い合わせください。

＊成婚への結びつきや、婚活でのスキルの向上につな
　がる自分磨きセミナー等であること。
＊公的機関（都道府県、各市町村等）が主催したセミ
　ナー等であること。
♥申請対象費用
・やまがた出会いサポートセンター登録費用
・自分磨きセミナー等受講費用
♥補助額　対象費用の半額
※申請方法など、詳細はお問い合わせください。

　結婚を目指している方を応援するために、やまがた
出会いサポートセンターへの登録費などの一部を助成
します。
♥申請条件（次のすべてに該当する方）
①白鷹町に居住し、住民登録している方。
②平成 31 年４月８日～令和２年３月 31 日（対象期間）
　までにやまがた出会いサポートセンターへ登録を行
　なったものであること。もしくは対象期間内に受講
　したセミナー等＊であること。

　町の人口増加や定住促進が図られる婚姻を取り持っ
たキューピッド役（仲人の方など仲を取り持っていた
だいた方）に対し謝礼を贈呈いたします。
♥褒賞金
・新郎新婦双方または一方が町外から転入した場合
　…１組につき５万円
・新郎新婦とも町内在住者…１組につき２万５千円
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【令和元年度クーポン券交付対象者】昭和 47年４月２日～昭和 54年４月１日生まれの男性
４ ２ ３ 31

37 ４ ２ 47 ４ １

　地方自治体で働く臨時・非常勤職員の適正な任用を確保するため、地方公務員法及び地方自治法が改
正され、新たに「会計年度任用職員制度」が創設されました。　　
　白鷹町の臨時・非常勤職員においても、これまで「日々雇用職員」や「嘱託職員」として業務に従事
いただいておりましたが、令和２年４月１日以降は、すべて「会計年度任用職員」として業務に従事し
ていただくこととなります。

会計年度任用職員制度の主なポイント

①任期は、最大で１会計年度内（４月～翌年３月まで）となります。（再度の任用も可能）
②任用は、選考（書類選考又は面接等）により行います。
③次のような服務の適用が地方公務員法で明確に規定されました。
　・秘密を守る義務
　・政治的行為の制限　など
④給与や勤務条件については、地方公務員法の「職務給の原則」「国等との均衡の原則」などが常
　勤職員と同様に適用されます。
　・給料は、その職務の困難度や責任等に基づき、学歴や経験年数を考慮した上で決定されます。
　　（職種ごとに一定の上限があります。）
　・手当は、これまでの時間外勤務手当や通勤手当等に加え、新たに期末手当（支給月数は任期に
　　応じて最大で給料月額の 2.6 か月分／年）が支給されます。
　・休暇については、これまでの年次有給休暇や忌引休暇等に加え、夏季休暇（有給）や育児・介
　　護関係の休暇（無給）等が新設されます。（任期や勤務時間等による要件があります。）
⑤人事評価の対象となります。

※選考については、これまでどおり、事前に登録いただいた方を対象に実施します。
　なお、登録の募集は、広報しらたか１月号及び町ホームページでお知らせします。
※具体的な勤務条件については、募集時に掲載します。

４ ３ 31 ３ 37 ４ ２ 54 ４ １
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●作文コンテスト
　【中学校の部】（応募数 16）
　　最優秀賞　田宮　愛依（白鷹中３年）　　「今　私にできること」
　　優 秀 賞　渡会　　唯（白鷹中２年）　　「社会を明るくするために」
　　優 良 賞　江見　遥奈（白鷹中１年）　　「犯罪や非行について」

●標語コンテスト
　【小学校の部】（応募数 2068）
　　優 秀 賞　小形さくら（東根小５年）　　「約束です！　犯罪非行　ぜったいやらない　やらせない」　　
　　優 良 賞　金田　結以（蚕桑小６年）　　「だいじょうぶ　みんながそばに　いるからな」　　　
　　　 　　芳賀　　蒼（荒砥小４年）　　「気づいたよ　君の心の　SOS」 
　　　　　　　大滝　遥仁（荒砥小６年）　　「気づき合い　優しくできる　思いやり」　　　　　　
　　　　　　　齋藤　茅菜（鮎貝小１年）　　「てをつなごう　みんなのえがお　まもるため」
　【中学校の部】（応募数 1127）
　　最優秀賞　梅津　彩芽（白鷹中３年）　　「立ち直り　地域の中で　見守って」
　　優 秀 賞　竹田真衣羽（白鷹中１年）　　「更生で　希望の光が　さしてくる」
　　優 良 賞　五十嵐　雛（白鷹中２年）　　「支えよう　大事な人の　あの笑顔」
　　　　　　　渡辺　琴音（白鷹中２年）　　「ともそうよ　心のランプ　あの子にも」　

第69回  
“社会を明るくする運動” 
  作文・標語コンテスト
西置賜地区の結果

１ 11

第 393 回　おはなしの会

◎１月の休館日：～１月10日（金）、
　　　　　　　　　１月23日（木）

◎開館時間 :  午前９時～午後７時　

図書館だより

《今月の新刊図書》
主な新購入図書 著　　者 主な新購入図書 著　　者

生命式 村田沙耶香 日本のカタチ　パッチワークパターン 750 藤田久美子
倒れるときは前のめりでふたたび 有川　ひろ 新しい発達と障害を考える本1～８ 内山登紀夫   監修

風神雷神　上・下 原田　ハマ おなべさんとおたまちゃん（児童） 宮本えつよし作
ぼくはイエローで、ホワイトで、ちょっとブルー ブレイディみかこ マジックウッズ戦記　上・下（児童） クレシッダ・コーウェル

樹に聴く 　清和　研二 さいたさいたゆきのはな（児童） 鈴木　真美

『お知らせ～長期休館に伴って～』
　12 月 19 日（木）から、１月 10 日（金）まで、システ
ム構築等のため休館となり、大変ご迷惑をおかけします。
ご理解とご協力をお願いいたします。それに伴い、増冊し
て貸し出しを行っております。
■貸出し冊数：お一人 10 冊まで
■増冊貸出期間：12/ ５（木）～ 12/18（水）
■返却期限：１/11（土）まで
■閉館中の返却方法：図書館入口左にある「図書返却ポスト」
　にいつでもお返しいただけます。
■休館中学習室は使用できませんが、町民ラウンジ、ミー
　ティングコーナーをご活用下さい。
※ミーティングコーナー開放日：12/26 ～ 28、1/4 ～ 1/10
　（1/10 は午後５時まで）

※掲載しているのは一部です。

LibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibraryLibrary図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより

　２０１５年に白鷹町で初の地域おこし協力隊に着任し、現在、教育委員会で文化財活用コー
ディネーターとして活躍する石井紀子さんが、町内でも歴史ある寺院「瑞龍院」について分か
りやすく解説した本を作成しました。ぜひ手にとってご覧ください。

『瑞龍院の歴史と文化財』　石井紀子 著
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スキー場の利用について

料金について

ペアリフトの利用券について
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　【問い合わせ】
　　教育委員会生涯スポーツ係　　　　☎ 85-6147
　　白鷹スキーセンター　　　　　　　☎ 87-2456
　　白鷹町営スキー場リフト管理棟　　☎ 87-2215　

白鷹
町営
スキ
ー場

【営業時間】
・午前９時～午後４時 30分（土・日・祝日は午後５時）
・午後５時～午後９時（ナイター）
※期間及び営業時間は積雪状況により変わることがあります。
※２月 16日（日）は町スキー大会のため、一般の方の利用は
　午後２時からになります。

リフト
使用料

が安く
、

回数券
が４時

間券に
なりま

した！



　

今
年
４
月
か
ら
萩
野
で
の
生
活
を

始
め
、
い
つ
の
間
に
か
雪
が
ち
ら
つ

く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
農
作
業
も

一
段
落
で
す
。
今
ま
で
は
実
家
の
畑

の
草
取
り
す
ら
や
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
自
分
で
す
が
、
一
年
を
通
じ

て
本
当
に
多
く
の
農
作
業
を
経
験
で

き
ま
し
た
。地
域
の
協
力
活
動
で
は
、

ぶ
ど
う
や
カ
ボ
チ
ャ
、
米
の
栽
培
。

特
に
カ
ボ
チ
ャ
は
石
拾
い
や
暗
渠
工

事
な
ど
畑
作
り
か
ら
の
作
業
で
、
土

地
の
面
積
が
広
く
大
変
で
し
た
が
良

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
主
活
動

で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
里
芋
、
ネ
ギ
、

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
ピ
ー
マ

ン
、
万
願
寺
と
う
が
ら
し
、
キ
ャ
ベ

第 45回

ツ
、レ
タ
ス
、カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、大
根
、

春
菊
、
大
豆
な
ど
、
思
い
つ
く
ま
ま

植
え
ま
し
た
が
、
畑
の
土
が
良
い
の

で
し
ょ
う
、
ど
れ
も
お
い
し
く
育
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
育
て
た
野
菜
は
、

鷹
山
コ
ミ
セ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域

の
集
ま
り
に
提
供
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
は
農
業
の

プ
ロ
が
多
く
、
通
り
す
が
り
や
立
ち

話
で
も
ら
え
る
助
言
は
本
当
に
為
に

な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
有
害
鳥
獣

対
策
に
向
け
て
８
月
に
は
銃
と
罠
の

狩
猟
免
許
を
取
り
ま
し
た
。他
に
も
、

紅
花
栽
培
や
食
品
加
工
を
営
ん
で
い

る
方
の
お
手
伝
い
な
ど
、
様
々
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
一
年
の
活
動
を
通
し
て
、
農

業
に
必
要
な
基
礎
的
な
経
験
や
資
格

を
一
通
り
得
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
来
年
は
そ
れ
ら
を
活
か
し
て
楽

し
く
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
！　

K
ind regards.
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植
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来
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農業の楽しさを
実感しました！

地域おこし協力隊

5 回

をを
！

大津　大介
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地域包括支援センター ℡86-0112

11

10

24

１

５ ２

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

今
場
所
も
見
事
勝
ち
越
し

　
次
も
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て

　
今
場
所
を
振
り
返
っ
て

　
（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

が
ん
ば
れ
！

白
鷹
山

　

５
勝
２
敗
と
勝
ち
越
す
こ
と

は
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

理
想
の
相
撲
に
は
遠
か
っ
た
。

相
撲
に
も
体
に
も
磨
き
を
か
け

て
、
来
年
は
更
に
良
い
１
年
に

し
た
い
で
す
。

「つどいの場　にじ」で
 楽しい時間を過ごしませんか？

　住民が主体となって運営している、みんなの居場所「つどいの場　に
じ」では、住み慣れた地域でいつまでも元気にいきいきと暮らし続ける
ことを目的に、いきいき百歳体操や笑いヨガ、趣味活動、茶話会、昼食
会などを行っています。
　だれでも気軽に参加することができますが、介護予防が必要な方には、
地域包括支援センターが簡易な介護予防計画を作成し、介護予防の支援
を行っています。
　子どもからお年寄りまで、どなたでも気軽にお立ち寄りください。お
待ちしております。また、一緒に活動していただけるボランティアの方
も大募集中です。

●対象：どなたでも
●場所：白鷹町大字鮎貝３２３５「つどいの場　にじ」
●期日：毎週火曜日と金曜日　10 時から 12 時まで
●利用料金：１回２００円（送迎はありません。）
※内容によって利用料金がかわる場合があります。活
　動内容、料金については、毎月広報しらたかに掲載
　します。
【問い合わせ先・事務局】
　「支えあう地域づくりなないろの会」
　平泉　☎ 85-0143・橋本　☎ 85-3676【担当】白鷹町地域包括支援センター係

　　　  ☎ 86 － 0112
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２ 元気ニコニコしらたか21
vol.77

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎ 86-0210

テーマは『こころの健康づくり』。こころを元気にする方法とは一体？！
“癒し”にスポットを当て、小さなお子様からシニア世代まで、こころも体も元気になれるプログラム
盛りだくさんでお届けしました。

夢いっぱいコンサート～歌のおもちゃ箱～　　
　　　　　　　＊うた / 吉野直子 氏　ピアノ / 菅原美穂 氏

　お姫様のような美しい衣装を身にまとったソプラノ歌手の吉野直子さん
が登場すると、会場は一気にファンタジーの世界へ。
　明るく透き通った歌声は参加した大勢の親子の心の奥に響き渡りました。

おやこでチャレンジ！！わくわく体操　
　＊講師　トータルコンディショニングトレーナー　西間木由美 氏

　フラフープやミニハードル、バンダナなど様々なアイテムを使いながら、
音楽に合わせてリズミカルに体を動かしました。次から次へと繰り広げら
れる西間木先生のパワフルな指導に、タイトルどおり“わくわく”子ども
も大人も夢中になって楽しみました。

コロコロボールでセルフマッサージ
＊講師　トータルコンディショニングトレーナー　髙間結子 氏

　日頃の疲れなどで凝り固まった体は、ボールを使ったセルフマッサージ
で足元からポカポカ。自分の体に自分で触れてケアすることは、癒し効果
絶大！！多くの参加者は、小さなボールの大きなパワーに魅了された様子
でした。　

今日から始められる快眠講座　
　　　　　　　　　　　＊講師　睡眠コンサルタント　遠藤祥子 氏

　“眠り”について悩んでおられる方は多いのでは？！実は寝つきをよく
するための勝負は朝から始まっている！！とのこと。就寝前の呼吸法など
実技も交えながら、規則正しい生活が何より大切であることをわかり易く
解説いただき、自身の生活を振り返るよい機会となりました。

カラダチェック

　骨密度や血管年齢が無料測定できるとあって毎年好評のカラダチェック
コーナー。今年は長井西置賜地区薬剤師会の計らいにより、新たに肌年齢、
肩こり、ストレスチェックまで測定することができ話題を集めました。

健康づくり推進員プロデュース！！食育体験

◇ＪＡ山形おきたま様より提供いただいた新米の「はえぬき」30 ｋｇ。
　自分で握る炊き立て新米おにぎりの味は格別です。
◇すべて白鷹町産の食材で作ったとん汁と郷土料理のかいもちは、ホッと
　やさしい味でした。
◇かつお、昆布、野菜それぞれの“だし”を飲み比べ。お子さんが保育園、
　こども園に通うご家庭に協力いただき、みそ汁塩分濃度測定も実施しま
　した。（結果は別途お知らせいたします）
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※この他、毎日牛乳が 1本付きます。
※材料の都合により、献立を変更する場合があります。

給食に思いを込めて――

12 月の予定献立表
ちょうりじょうゆうびん

　JA山形おきたま農政対策白鷹地区本部（大滝権一
本部長）様より、山形県産雪若丸の新米１００キロ
を寄贈いただきました。
　雪若丸は、粒のしっかりとした食感と、適度な粘
りがカレーによく合うとのことで、12 月 12 日の学
校給食で特別メニュー「カツカレー」としていただ
きました。カツも県産豚肉のロースを使用し、県内
産にこだわりました。
　丹精込めて育てた雪若丸を子どもたちに味わって
もらいたいとご協力いただいた皆様、誠にありがと
うございました。

－おらほの食材－　

米・キャベツ・小松菜・大根・人参・ねぎ・白菜・
生しいたけ・ごぼう・里芋・セロリ・ミニトマト・
にんにく・小豆・りんご・納豆・みそ等

　11月４日、本校吹奏楽部による「第 16回定期演奏会」がシェ
ルタ－南陽ホールにて行われました。毎年来場者が増え、今年
は 604 名の方々に来場していただきました。演奏終了後には、
たいへん素晴らしい演奏であったという数多くのお褒めの言葉
をいただきました。

荒高掲示板
第 1 6回定期演奏会

元気ニコニコ健康まつり
ボランティア

　 『元気ニコニコ健康まつり』ボランティア　

吹奏楽部　第 16回定期演奏会

　11月９日、本校保健委員と家庭クラブの生徒 17名が、受付、
案内をはじめ各種イベントの補助として参加させていただきま
した。また、「薬物乱用防止」に関する発表も行いました。
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

●雪の降り始めが要注意！

●スリップ事故に要注意！

●特にトンネルの出入り口や橋の上、日陰部分は凍
　結路面に注意！

●年末年始は、お酒を飲む機会が多くなる時期！

●５分早めの行動で冬道の交通事故防止
　

●早めのヘッドライト点灯とハイビームの積極活用
　

●夜の歩行者、ドライバーからは見えていません！
　要注意！

冬道の安全運転５則

❶
❷
❸

❹
❺

登録方法は次の２つです。
① yp1@ox03.asp.cuenote.jp
　に空メールを送信する。
②右の登録用ＱＲコードを読み
　取る。
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●主な動静

月　日 行　　事　　名

11月 1日
予算編成説明会
市町村政連絡協議会
自治医科大学卒業医師関係市町村懇談会

11月 2日
白鷹町産業フェア 2019　秋の収穫感謝祭
白鷹町保育協議会特別合同研修会

11月 3日 令和元年度収穫感謝豊作祈願祭

11月 4日 鮎貝地区地域交流商業施設整備工事起工式および
安全祈願祭

11月 5日 災害復旧促進全国大会（東京都）
11月 6日 治水事業促進全国大会（東京都）

11月 8日
固定資産評価審査委員辞令交付
第43回白鷹鮎まつり実行委員会

11月 9日 白鷹町誕生 65周年記念元気ニコニコ健康まつり
11月 10日 白鷹町安全安心なまちづくり町民大会

11月 11日 白鷹町・㈱ファミリーマート地域活性化連携協定
締結式

11月 12日
定例課長会
青少年国際交流事業町長報告会
山形県監査委員就任を祝う会

11月 13日 ホストタウン首長会議（東京都）

11月 14日
企業視察
山銀しらたか会「2019 年度懇親会および新旧支店
長歓送迎会」

11月 15日 関係人口創出・拡大フォーラム（東京都）

月　日 行　　事　　名

11月 15日 全国過疎地域自立促進連盟第 50回定期総会・新過
疎法制定実現総決起大会（東京都）

11月 16日 どりいむ農園直売所産直の会員交流会
11月 17日 町道岩之入線（墓地道）竣工祝賀会

11月 18日

総務厚生常任委員協議会
白鷹町空家等対策協議会
全員協議会
ＪＡ共済カーブミラー贈呈式
人権擁護委員推薦依頼
東根地区まちづくり座談会

11月 19日 全国治水砂防促進大会（東京都）

11月 20日
映画「白鷹の紅花」上映会
紺野稜真君優勝祝賀会

11月 22日
水道事業経営審議会
新荒砥橋建設促進期成同盟会総会

11月 25日 定例課長会
11月 26日 議会運営委員会

11月 27日
全国町村長大会（東京都）
国土交通省幹部職員との意見交換会（東京都）

11月 28日
全国山村振興連盟通常総会（東京都）
国保制度改善強化全国大会（東京都）

11月 29日

定例監査報告
政策提言書提出
産業振興戦略会議
白鷹町 PTA連絡協議会　町長と語る会

11月 30日 町イチ ! 村イチ ! 2019（１日まで）（東京都）

●町長交際費
支出日 区分 支出額 内　　　容

11月 5日
贈答品 16,680 円 首都圏関係機関等
香典 10,000 円 川西町長ご親族弔慰金

11月 7日 香典 5,000 円 叙勲受章者弔慰金
11月 12日 御祝 5,000 円 山形県監査委員就任を祝う会
11月 13日 御祝 5,000 円 山銀しらたか会総会

支出日 区分 支出額 内　　　容
御祝 5,000 円 町道岩之入線竣工祝賀会

11月 15日
香典 5,000 円 元学校薬剤師弔慰金
御祝 3,510 円 ㈱米沢食肉公社獣魂祭

11月 19日 御祝 5,000 円 協同組合ゆーしーる通常総会
11月 25日 贈答品 11,460 円 町特産品 PR

計 71,650 円

11月 の「町長交際費」と「町長の主な動静」 問  総務課総務係　☎85-6120

［ 中央公民館展示案内 ］

●運行日　毎週月曜～金曜日
●予約受付日　日曜～金曜日（丸印の日）
※利用する際は、前日までご予約ください。ただし、
　当日午後１時以降の便を利用する場合は、当日
　午前９～ 11 時まで予約すれば利用可能です。
●受付時間　午前９時～午後５時
※通常のタクシーとは異なり、乗り合いタクシーの
　ため出発時間や到着時間に幅が生じます。時間に
　余裕もってご利用ください。

４

デマンドタクシー
運行・予約受付カレンダー

１月

デマンドタクシー予約センター　☎ 85-0365

１階町民ラウンジで
展示しています。

《書道コーナー》
【掲示期間】
12月に引き続き
　　　　　１月31日まで

　髙梨　翠舟さん（十王）
　本木　雅苑さん（高玉）
　佐藤　朝華さん（荒砥）
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協
会
山
形

県
本
部

☎
０
２
３

－

６
６
５

－

０
１
０
０

　
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
こ
ぶ
し

　
　

夜
間
支
援
員
の
募
集

　

夜
間
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

１
名

・
障
が
い
福
祉
に
理
解
あ
る
方

・
年
齢
不
問

●
内
容　

障
が
い
あ
る
利
用
者
の
支

援
や
電
話
番
、
防
災
等
管
理

●
勤
務　

夜
８
時
〜
翌
朝
７
時
30
分

・
週
１
か
ら
２
回
の
輪
番
制
で
す
。

※
仮
眠
設
備
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ぶ
し
の
家　

担
当
・
佐
藤

☎
85

－

５
６
６
０

　
　

子
育
て
支
援
住
宅

　
　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
７
３

４
１
番
地

●
募
集
戸
数　

2
戸
（
白
鷹
町
外
在

住
者
向
け
２
戸
）

●
間
取
り　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
寝
室
2
部

屋
＋
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ

ン
＋
浴
室
）

●
家
賃

・
２
子
ま
で
を
扶
養
す
る
世
帯
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②
入
居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

③
原
則
と
し
て
同
居
す
る
親
族
が
い

る
こ
と

④
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
こ
と

●
募
集
期
間　

12
月
16
日
（
月
）
〜

26
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く

●
入
居
可
能
日　

１
月
下
旬

●
申
込
方
法　

平
成
30
年
分
の
源
泉

い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

　
　

町
営
住
宅

　
　

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

●
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

徴
収
票
の
写
し
な
ど
入
居
者
全
員
の

所
得
が
わ
か
る
書
類
、
個
人
番
号
が

確
認
で
き
る
書
類
、
本
人
確
認
書
類

等
（
申
込
者
の
要
件
に
よ
り
、
提
出

書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）
を
準
備
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
水
道
課
管
理
係　

☎
85

－

６
１
４
０

　
　

白
鷹
町
土
地
改
良
区

　
　
　

臨
時
職
員
募
集

●
募
集
人
員　

臨
時
職
員
１
名　
　

●
業
務
内
容　

土
地
改
良
施
設
の
管

理
業
務
及
び
改
良
区
運
営
に
関
す
る

一
般
事
務

●
応
募
資
格　

①
白
鷹
町
在
住
の
方

も
し
く
は
居
住
予
定
の
方
／
②
高
等

学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方
／
③
パ
ソ

コ
ン
操
作
可
能
な
方
（
一
般
的
な
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
／
④
自
動
車
普

通
運
転
免
許
取
得
者　

●
雇
用
期
間　

６
ヶ
月
（
正
規
職
員

採
用
制
度
有
）　　

●
賃
金
等　

日
額
６
０
０
０
円
〜
８

０
０
０
円
（
通
勤
手
当
有
）　　

●
福
利
厚
生　

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
等
加
入
制
度
有　

６
８

－

10

●
募
集
戸
数　

１
戸

●
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
4.5

畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

●
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
３
０
０
円
〜
３
万
５
９
０
０
円

●
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

●
入
居
資
格　

次
の
条
件
の
全
て
を

満
た
す
こ
と

①
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と

12 １
29 30 31 １ ２ ３ ４ ５

■町立病院の救急外来は、随時受け付けます。（事前にお電話ください）
■出生届・死亡届・婚姻届などは、午前８時30分から午後５時の間、中
央公民館事務室で受け付けます。（正面入口からお入りください）
※上記以外の時間帯は、消防白鷹分署でお預かりします。
■火葬の電話予約は、午前７時から午後９時まで受け付けます。（斎場受
　付センター☎85-0112）
■ごみの収集はお住まい地区の「ごみの日カレンダー」をご覧ください。
■ごみの直接搬入は12月30日（月）に長井クリーンセンターで受け付
　けます。
■地区コミュニティセンターの使用については可能な地区もありますの
　で、各地区コミュニティセンターにお問い合わせください。

●
勤
務
時
間　

週
５
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
日
祝
日
は

休
み
）　

●
受
付
期
間　

随
時
受
付

●
選
考
方
法　

一
次
選
考
、
書
類
選

考
（
履
歴
書
・
経
歴
書
）、
二
次
選

考
、
面
接

【
問
い
合
わ
せ
】

〒
９
９
２

－

０
８
４
１

白
鷹
町
大
字
畔
藤
５
２
７
７
番
地
２

白
鷹
町
土
地
改
良
区

☎
85

－

２
５
７
２

 

外
食
時
の
「
お
い
し
い
食
べ
き
り
」

 

全
国
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
食
品
、
い
わ
ゆ
る
食
品
ロ
ス

は
年
間
約
６
４
３
万
ト
ン
、
１
人
１

日
当
た
り
の
量
は
お
茶
碗
約
１
杯
分

（
約
１
３
９
グ
ラ
ム
）
に
相
当
し
ま

す
。
１
人
ひ
と
り
が
「
も
っ
た
い
な

い
」
を
意
識
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

食
品
ロ
ス
削
減
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
る
「
全
国
お
い
し
い
た
べ

き
り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
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で
は
、
忘
新
年
会
シ
ー
ズ
ン
の
12
月

・
1
月
に
外
食
時
の
「
お
い
し
い
食

べ
き
り
」
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
３

０
１
０
運
動
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
３さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る

０
１
０
運
動
の
進
め
方
》

　

注
文
の
際
、
適
量
を
注
文
し
ま
し

ょ
う
。
宴
会
な
ど
で
は
、
乾
杯
後
30

分
は
席
を
立
た
ず
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
お
開
き
前
10
分
は
自
分
の

席
に
戻
っ
て
再
度
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
食
べ
切
れ
ず
に
残
し
て
し

ま
っ
た
料
理
を
捨
て
て
し
ま
う
の
は
、

も
っ
た
い
な
い
。
お
い
し
く
残
さ
ず

食
べ
き
ろ
う
！

【
問
い
合
わ
せ
】

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

　

  

元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

  

の
ご
案
内

　

ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
軽
ス
ポ
ー
ツ
》

●
い
つ　

１
月
18
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

●
内
容　

ワ
ナ
ゲ
・
ペ
タ
ン
ク

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
シ
ュ
ー
ズ

【
問
い
合
わ
せ
】

入
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
統
計
調
査

員
が
回
収
し
ま
す
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
回
答
も
可
能
で
す
）。

　

調
査
内
容
は
、
農
業
労
働
力
、
経

営
耕
地
面
積
、
農
作
物
の
作
付
面
積
、

家
畜
の
飼
養
状
況
、
農
産
物
の
販
売

金
額
、
農
作
業
受
託
の
状
況
、
農
業

生
産
関
連
事
業
、
林
業
労
働
力
、
保

有
山
林
面
積
、
素
材
生
産
量
、
林
産

物
の
販
売
金
額
、
林
業
作
業
の
委
託

及
び
受
託
等
で
す
。
皆
様
の
お
宅
や

会
社
等
に
調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま

し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
政
策
課
情
報
係

☎
85

－

６
１
２
１

　

  

若
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
を

  　

応
援
し
ま
す
！

　

山
形
県
内
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得

し
た
若
者
に
対
し
て
、
山
形
県
と
連

携
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

①
平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
／
②
補
助
金
の
交
付
申
請

時
に
お
い
て
白
鷹
町
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
／
③
平
成
31
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
２
年
２
月
29
日
ま
で
に

発
行
さ
れ
、
山
形
県
内
の
旅
券
窓
口

で
交
付
を
受
け
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
所

持
し
て
い
る
方
。（
新
規
に
発
行
さ
れ

た
パ
ス
ポ
ー
ト
に
限
る
）
／
④
県
内

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

  

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
）

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日
現

在
で
「
２
０
２
０
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
統
計
調
査
員
が
12
月

中
旬
以
降
、
農
林
業
を
営
ん
で
い
る

す
べ
て
の
農
家
、
林
家
や
法
人
の
皆

様
の
元
へ
伺
い
、
聞
き
取
り
に
よ
り

調
査
客
体
の
判
定
を
行
い
ま
す
。
調

査
客
体
と
な
っ
た
皆
様
に
対
し
て
、

調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
、
ご
記

の
市
町
村
が
実
施
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト

新
規
取
得
者
へ
の
補
助
金
等
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方
。

●
補
助
額　

５
０
０
０
円

●
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
い
た
だ
き
、
左
記
の
必
要
書

類
等
を
持
参
の
上
、
白
鷹
町
商
工
観

光
課
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
新
規
に
取
得
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト

・
住
民
票
の
写
し
（
取
得
か
ら
６
か

　

月
以
内
の
も
の
）

・
印
鑑

・
補
助
金
振
込
先
の
通
帳
（
申
請
者

　

本
人
口
座
に
限
る
）

※
申
請
書
は
、
商
工
観
光
課
に
備
え

て
あ
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

白鷹スキーセンター
レストラン営業について

●営業期間　12月20日（金）
　　　　　　～令和２年３月22日（日）
※白鷹町営スキー場がオープンしている期
　間のみ営業します。
※平日は午後５時までの営業となり、夜間
　の営業は行いません。
※３月は土曜日・日曜日のみの営業となり
　ます。
●営業時間
《日中》午前 11時～午後２時
《夜間》午後５時 30分～午後８時
◎ラストオーダー
《日中》午後１時 45分
《夜間》午後７時 45分
※休憩所は午前８時 30分から午後９時ま
　で利用できます。

［ 飲食物の持ち込みについて ］
　 営業期間中のレストラン内へのおに
　 ぎりや弁当等の食事の持ち込みは、
　 衛生管理上ご遠慮ください。

※学校のスキー授業における弁当の持込み
　については、事前に教育委員会までご連
　絡ください。
【問い合わせ】
白鷹町教育委員会　☎ 85-6147
スキーセンター　☎ 87-2456
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　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所を開催
しています。お気軽においでください。

●日　程　12月 20 日（金）・１月 10日（金）・　
　１月 17日（金）・１月 24日（金）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回２００円

●日　程　12 月 27 日（金）・１月 31日（金）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込必要）
●利用料　５００円（食事代含む）

●日　程　12 月 24 日（火・クリスマスイブお
　楽しみ会）・１月 14 日（火・新年のお茶会）・

12 月開催「のどかカフェ」

●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　12月 1 8 日（水）
　午後２時～３時 30分（12月のみ第３水曜日）
※申込不要。直接会場にお越しください。
【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎86-0112

　28 日（火・書初め）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回２００円（12 月 24 日、１月 14 日は
　５００円、１月 28日は３００円）

●日　程　１月７日（火）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　５００円

●日　程　12月 17日（火）・１月 21日（火）
●時　間　午前 10時～ 12時まで
●対　象　どなたでも（申込不要）
●利用料　５００円
　※時間はいずれも午前 10時～ 12時

●日　程：12月 21日（土）・１月 18日（土）
●場　所：つどいの場「にじ」（鮎貝 3,235 番地）
●時　間：午前 11時 30分～午後１時 30分
●対象者：小学生までとその保護者（子どものみの参加も可）
●料　金：子ども２００円　保護者３００円
　※事前の申し込みは不要です。
　※未就学児は保護者同伴でお願いします。
　※小学生は帰りのお迎えをお願いします。（やむを得ず
　　迎えに来られない場合はご相談ください。）
　※アレルギーへの対応はできませんのでご了解願います。
【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

12 月・１月開催「つどいの場  にじ」
（支えあう地域づくりなないろの会）

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

●
申
請
期
限　

令
和
２
年
３
月
９
日

（
月
）
ま
で

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
85

－

６
１
３
６

　
　

ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校

　
　

で
悩
ん
で
い
る
方
々
へ

　

ご
家
族
、
友
人
、
知
人
、
も
ち
ろ

ん
本
人
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
年
齢
も

一
切
問
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
些
細
な

こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
度

ご
相
談
下
さ
い
。

《
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優　

相
談
会
》

●
い
つ　

１
月
20
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
ま
で

●
ど
こ
で　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
相
談
室

●
内
容　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

学
校
の
こ
と
や
就
労
の
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優　

安
達　

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

※
基
本
的
に
は
予
約
優
先

　
　

山
形
県
の
最
低
賃
金
が

　
　

改
定
さ
れ
ま
し
た

●
最
低
賃
金
額　

７
９
０
円

※
効
力
発
生
日　

10
月
１
日

●
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

▼
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
等
製
造

業
：
時
間
額
８
５
９
円
▼
電
気
機
械

器
具
等
製
造
業
：
同
８
４
３
円
▼
自

動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
：
同
８
５

８
円
▼
自
動
車
整
備
業
（
整
備
に
携

わ
る
者
に
限
る
）
：
同
８
６
２
円

※
効
力
発
生
日　

12
月
25
日

【
問
い
合
わ
せ
】

山
形
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－
８
２
２
４
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 １

利用時間：午前９時30分～午後３時30分
休館日：毎週土曜日

つぶ
やき

さく
らの
保育
園

「みんな同じだね」

お母さんとお子さんの健康を守るために、妊婦さん
全員に交付しています。随時交付しますが、保健師が
留守の場合がありますので、事前に電話などでご連絡
ください。
場　所：健康福祉センター
※妊娠届出書に個人番号（マイナンバー）の記入と本
　人確認が必要となります。届出時は、次の①、②の
　うちいずれかをお持ちください。
①個人番号カード
②個人番号通知カードと妊婦本人の確認ができるもの
（運転免許証、パスポートなど）
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

給食時のおしゃべりのひとコマ
　年少Ａ「先生は誰から生まれたの？」
　保育士「先生は先生のお母さんから生まれたよ。」
　年少Ｂ「ぼくもママから生まれた！」
　年中Ｃ「あたしもだよ。」
　年少Ａ「ぼくのママも、ママのママから生まれたっ
　　　　　て言ってた！」
　保育士「そのおばあちゃんも、ママから生まれた
　　　　　はずだよ。」
　年長Ｄ「えー！みんな、みーんなママだ！みーん
　　　　　な同じじゃん！」
　年少、中児「ママのママのママのママの…。」
　　　　　  　「ママばっかりだー！すごいねー！」

子どもの発達発育に詳しい専門家（臨床心理士）に
よる、ことばや発達などの個別相談会を開催します。

会　場：健康福祉センター
※要予約。相談を希望する方はお問い合わせください。
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

会　場：健康福祉センター
持ち物：母子健康手帳、バスタオル、問診票、交換用
　　　　オムツ、その他お子さんに必要なもの
※対象の方には郵送でご案内します。
※問診票と母子健康手帳の「保護者の記録｣を必ず記
　入しておいでください。
※お子さんが当日具合が悪かったり、１週間以内に
　人にうつる可能性のある病気にかかったりしたと
　きは、事前に電話などでご連絡ください。
問い合わせ：子育て世代包括支援センター
　　　　　（健康福祉課健康推進係内）☎86-0210

［月の予定］
問い合わせ：子育て支援センター「にこぽーと」
　　　　　　☎ 87-0083

会　場：健康福祉センター
内　容：妊娠の経過、歯の健康、妊娠中の治療、妊婦
　　　　体操など
持ち物：母子健康手帳、筆記用具
申込締切：１月22日（水）［電話予約］
問い合わせ：健康福祉課健康推進係  ☎86-0210
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☎86-0210

ス］
日時：７ 21 １ ２ 30

15 29 ７ ８ 30

☎86-0210

23 １ 30 １
10 11

☎86-0210

●窓口業務時間延長（午後７時まで）

　　　
●弁護士相談

８ ２ ４

５
☎86-0150

●婚活応援室
１ 30 ８

K's space
☎86-0212

●農業委員会
27 ３
10

☎85-6128

●山形県救急電話相談
15

8000
023-633-0299
15

8500
023-633-0799

７ ８

 １

40 50 60 70

12 31

☎86-0210

14 １ 30

☎86-0210
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石川　昭夫（91）横田尻

安部　テツ（95） 鮎貝

澁谷　みつ（99）畔藤

衣袋　てい（90）畔藤

蹄　　重助（95）十王

金田美千子（90）高玉

小関彌太郎（79）箕和田

岡部　重義（88）山口

海老名　茂（82）十王

▼創立５周年を迎えたということで、白鷹中学校の文

化祭に行ってきました。生徒たちの力であれだけのイ

ベントがつくりあげられたことにとても驚きました。

最近流行した出来事を面白おかしくアレンジし、想像

力豊かなストーリーはとても見ごたえがありました。

「白鷹中、半端ないって！」

▼今年も残すところあと半月となりました。1年って

あっという間ですね。今年１年、皆さんにとってはど

んな年だったでしょうか？新年を前に少し振り返って

みるのもいいのではないでしょうか。（いわさわ）

編 集 後 記

Editorial Note

11 １ 30

鈴木　橙
と う わ

和 雄大 鮎貝愛

菅原　りこ 勉 畔藤香寿美

　　

（　　　）

（　　　）

11 30

13,555 ▲６
6,684 ▲１

6,871 ▲５

4,732

－お詫びと訂正－

　本紙の 11 月号 18 頁の「町報川柳」内で
下記のとおり誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

　（誤）　気がはやい三歩で止まり立ち泳ぎ
　（正）　気がはやり三歩で止まり立ち泳ぎ

小角　忠夫（99）荒砥乙

横山　みの（92）滝野

奥山ひさ子（94）針生

遠藤　ゑい（96）浅立

新野　澄子（77）広野

新野　　清（88）畔藤

新野　新吉（86）広野

佐藤　五郎（71）黒鴨
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わたしは“白
ふるさと

鷹町”で働いています。

  職場データ

　「人の役に立つ仕事を地元でやりたい」という気
持ちがあったので、消防士を目指しました。目標も
叶い、今は地元である白鷹分署に勤務できてとても
嬉しいです。
　主な業務は、火災現場での消火活動や救急対応の
ほかにも、学校や会社に訪問して防災指導や設備の
点検も行います。とにかく体力が必要な仕事なので、
体調管理や体力維持は欠かせません。大規模な災害
が多くなってきている時代で、非常
に大変な仕事ではありますが、現場
に駆けつけ、少しでも安心した顔が
見れたときは大きなやりがいを感じ
ます。地域の安心と安全を守るのは
もちろん、子どもたちに憧れ
てもらえるような消防士を
目指し、これからも頑張っ
ていきます。

  職場データ

　私が、町立病院に就職したいと思うようになった
きっかけは、祖母が町立病院に入院した際に、見舞
いに訪れ、とても親切な看護師さんたちに出会い、
「自分もここで人の助けになることがしたい」と感
じたからです。
　まだ、当院に就職して２年目でわからないことが
たくさんありますが、先輩看護師の皆さんに助けて
もらいながら頑張っているところです。ご高齢の方

が多く入院されているので、人生
の先輩方に失礼のないよう、親切
な対応を行うとともに、退院した
先のことも見据えてうまくコミュ
　ニケーションをとるように心が
　　　けています。地域密着型で
　　　　ある当院の信頼を守るた
　　　　め、精一杯頑張ります。

白鷹町立病院

衣袋　隆文さん（浅立・34歳）

西置賜行政組合消防署  白鷹分署

中川　修平さん（山口・25歳）


